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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
湾曲状固定部材と湾曲状水切り部材と湾曲状化粧部材の３部材からなる水平断面が湾曲状
の土台水切りにおいて、垂直兼湾曲状の固定片と、固定片の下端を屋内側へ折り返した第
１折り返し片と、第１折り返し片の上端を屋内側へ折り返した第１垂下片と、第１折り返
し片と第１垂下片とから形成した第１嵌合溝と、第１垂下片の下端を屋外側へ屈曲したカ
シメ片とから形成した湾曲状固定部材と、屋外側に向かって下方に傾斜して形成した略水
平兼湾曲状の水切り片と、水切り片の上端を上方に突出した第１挿入片と、水切り片の下
端を屋内側に突出した第２嵌合片と、水切り片と第２嵌合片とから形成した第２挿入溝と
から形成した湾曲状水切り部材と、垂直兼湾曲状平面状の化粧片と、化粧片の上端を屋内
側に突出した第２折り返し片と、第２折り返し片の先端を屋外側へ折り返して突出した第
２挿入片と、第２折り返し片と第２挿入片とから形成した第２嵌合溝とから形成した湾曲
状化粧部材とからなり、第１嵌合溝に第１挿入片、第２挿入溝に第２挿入片を嵌合して一
体化して形成したことを特徴とする土台水切り。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は建築、構築物の外壁材の土台部分に使用でき、かつ軽量で、強度のある土台水
切りに関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　部分円筒面形状に湾曲させて各々形成された垂直面部としての背部壁面および前部壁面
を、円弧状の平坦な水平面部としての下端受け面を間にして、階段状に順次連結すること
によって構成され、前部壁面にはその上端部に前記と同様の被嵌挿部が設けられ、また、
下端部には、前記と同様の折り重ね部が設けられているアール水切りが開示されている。
（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平０７－０１０１８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のアール水切り４１は、下端受け面４４の前縁には、前記同
様の嵌挿部３１が設けられ、この嵌挿部３１を前部壁面４３の被嵌挿部３０に上方から押
し込むことで、前部壁面４３と下端受け面４４とが相互に連結されているものである。し
かしながら、被嵌挿部３０に形成された第１折り返し部３０ａと第２折り返し部３０ｂと
の間の溝３０ｄが上方向が開口した溝状であるために、雨水が溝３０ｄ内に浸入し、錆等
が発生する危険性があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明はこのような欠点を解決するために、湾曲状固定部材と湾曲状水切り部材と湾曲状
化粧部材の３部材からなる水平断面が湾曲状の土台水切りにおいて、垂直兼湾曲状の固定
片と、固定片の下端を屋内側へ折り返した第１折り返し片と、第１折り返し片の上端を屋
内側へ折り返した第１垂下片と、第１折り返し片と第１垂下片とから形成した第１嵌合溝
と、第１垂下片の下端を屋外側へ屈曲したカシメ片とから形成した湾曲状固定部材と、屋
外側に向かって下方に傾斜して形成した略水平兼湾曲状の水切り片と、水切り片の上端を
上方に突出した第１挿入片と、水切り片の下端を屋内側に突出した第２嵌合片と、水切り
片と第２嵌合片とから形成した第２挿入溝とから形成した湾曲状水切り部材と、垂直兼湾
曲状平面状の化粧片と、化粧片の上端を屋内側に突出した第２折り返し片と、第２折り返
し片の先端を屋外側へ折り返して突出した第２挿入片と、第２折り返し片と第２挿入片と
から形成した第２嵌合溝とから形成した湾曲状化粧部材とからなり、第１嵌合溝に第１挿
入片、第２挿入溝に第２挿入片を嵌合して一体化して形成した土台水切りを提供するもの
である。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明に係る土台水切りによれば、湾曲状水切り部材と湾曲状化粧部材間の連結部分が
、水平方向の連結であるために、（１）連結部に雨水が浸入せず、嵌合部の錆を防止出来
る。（２）部材同士が外れにくい。（３）連結部分が側面に形成されるために見えにくく
、美観性が良い。等の特徴、効果がある。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明に係る土台水切りの代表的一例を示す説明図である。
【図２】本発明に係る土台水切りの部材である湾曲状固定部材の代表的一例を示す端面図
である。
【図３】本発明に係る土台水切りの部材である湾曲状水切り部材の代表的一例を示す端面
図である。
【図４】本発明に係る土台水切りの部材である湾曲状化粧部材の代表的一例を示す端面図
である。
【図５】本発明に係る土台水切りの代表的一例を示す説明図である。
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【図６】本発明に係る土台水切りの代表的一例を示す端面図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【０００８】
　以下に図面を用いて本発明に係る土台水切りについて詳細に説明する。図１は本発明に
係る土台水切りＡの代表的一例を示す説明図、図２は本発明に係る土台水切りＡの部材で
ある湾曲状固定部材Ｂの代表的一例を示す端面図、図３は本発明に係る土台水切りＡの部
材である湾曲状水切り部材Ｃの代表的一例を示す端面図、図４は本発明に係る土台水切り
Ａの部材である湾曲状化粧部材Ｄの代表的一例を示す端面図である。また、図５（ａ）、
（ｂ）は本発明に係る土台水切りＡの代表的一例を示す説明図であり、（ａ）図は（ｂ）
の平面図、（ｂ）図は正面図である。
【０００９】
　土台水切りＡは、図１、図５（ａ）、（ｂ）に示すように図２～図４に示すような湾曲
状固定部材Ｂ、湾曲状水切り部材Ｃ、湾曲状化粧部材Ｄの３部材よりなり、各部材を、垂
直平面状に形成した第１連結部ａと水平面状に形成した第２連結部ｂにより連結して一体
に形成したものである。
【００１０】
　湾曲状固定部材Ｂは図２、図５（ａ）、（ｂ）に示すように、垂直兼湾曲状の固定片１
と、固定片１の上端を屋外側へ折り返して屈曲した舌片２と、固定片１の下端を屋内側へ
折り返した第１折り返し片３と、第１折り返し片３の上端を屋内側へ折り返した第１垂下
片４と、第１折り返し片３と第１垂下片４とから形成した第１嵌合溝５と、第１垂下片４
の下端を屋外側へ屈曲したカシメ片６とから形成したものである。
【００１１】
　固定片１は土台水切りＡを躯体等に固定するための部分である。
【００１２】
第１嵌合溝５は、図６に示すように後記する湾曲状水切り部材Ｃの上端部を嵌合し、カシ
メ片６を折り曲げることにより湾曲状固定部材Ｂと湾曲状水切り部材Ｃとを一体化するも
のである。
【００１３】
湾曲状水切り部材Ｃは図３、図５（ａ）、（ｂ）に示すように、屋外側に向かって下方に
傾斜して形成した略水平兼湾曲状の水切り片７と、水切り片７の上端を上方に突出した第
１挿入片８と、水切り片７の下端を屋内側に突出した第２嵌合片９と、水切り片７と第２
嵌合片９とから形成した第２挿入溝１０とから形成したものである。
【００１４】
　第２挿入溝１０は図１、図５（ａ）、（ｂ）に示すように後記する湾曲状化粧部材Ｄの
上端部を嵌合し、湾曲状水切り部材Ｃと湾曲状化粧部材Ｄとを一体化するものである。
【００１５】
湾曲状化粧部材Ｄは図４、図５（ａ）、（ｂ）に示すように、垂直兼湾曲状の化粧片１１
と、化粧片１１の上端を屋内側に突出した第２折り返し片１２と、第２折り返し片１２の
先端を屋外側へ折り返して突出した第２挿入片１３と、第２折り返し片１２と第２挿入片
１３とから形成した第２嵌合溝１４と、化粧片１１の下端を屋内側へ折り返した舌片１５
とから形成成したものである。
【００１６】
　第２挿入溝１０と第２嵌合溝１４共に、溝が垂直でなく水平に形成されているために、
雨水等が溝内に停滞することがなく、錆等が発生せず耐候性が向上するものである。
【００１７】
　以上説明したように、第１連結部ａは湾曲状固定部材Ｂの固定片１の下端を屋内側へ折
り返して第１折り返し片３を形成することにより、固定片１の下端が屋外側へ突出せず、
美観性に優れるものである。
【００１８】
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　また、第２連結部ｂは湾曲状水切り部材Ｃの第２嵌合片９と第２挿入溝１０、および湾
曲状化粧部材Ｄの第２挿入片１３と第２嵌合溝１４が水平面状に形成されているために、
雨水等が溝内に停滞することがなく、錆等が発生せず耐候性が向上するものである。
【００１９】
　土材水切りＡの素材としては、金属薄板、例えば鉄、アルミニウム、銅、ステンレス、
チタン、アルミ・亜鉛合金メッキ鋼板、ガルバリウム鋼板、ホーロー鋼板、クラッド鋼板
、ラミネート鋼板（塩ビ鋼板等）、サンドイッチ鋼板（制振鋼板等）、塩化ビニル樹脂、
ポリカーボネイト樹脂等（勿論、これらを各種色調に塗装したカラー板を含む）の一種を
エンボスロール成形、あるいはプレス成形したものである。
【００２０】
　また、土台水切りＡは図５（ａ）、（ｂ）に示すように、湾曲面１６と平面１７部分に
より形成し、一般部に形成する長尺状の土台水切りと連結が可能な状態に成形するもので
ある。
【００２１】
　また、図では出隅部分の土台水切りＡを示しているが、湾曲を逆に形成することにより
、入隅部分の土台水切りＡとして使用することも出来るものである。
【符号の説明】
【００２２】
Ａ　土台水切り
Ｂ　湾曲状固定部材
Ｃ　湾曲状水切り部材
Ｄ　湾曲状化粧部材
ａ　第１連結部
ｂ　第２連結部
１　固定片
２　舌片
３　第１折り返し片
４　第１垂下片
５　第１嵌合溝
６　カシメ片
７　水切り片
８　第１挿入片
９　第２嵌合片
１０　第２挿入溝
１１　化粧片
１２　第２折り返し片
１３　第２挿入片
１４　第２嵌合溝
１５　舌片
１６　湾曲面
１７　平面
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